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１．はじめに

本研究は、「うれしい人」「うれしい話」「うれしい悲鳴」といった連体修飾用法（以

下、連体用法）の感情形容詞と被修飾名詞の意味関係について考察を行うものであ

る 。第２節では先行研究を概観する。第３節では、連体用法の感情形容詞と被修飾名

詞の意味関係を整理し、７つに分類を行う。そして、先行研究では指摘されていない

「うれしい悲鳴」のような「被修飾名詞が、感情の主体が感情形容詞で表される感情を

持っている時に、感情の主体から発せられるもの（声や表情）」というタイプがあるこ

とを主張する。

２．先行研究と問題の所在

はじめに、連体用法の感情形容詞と被修飾名詞の意味関係についての先行研究と、連

体修飾節と被修飾名詞の統語的、意味的関係についての先行研究を見ていく。なお、引

用以外の用例は国立国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』に

よるものである。引用も含め、例文の下線は、すべて筆者が付したものである 。

２．１ 西尾寅弥（1972）

西尾（1972）は、日本語の形容詞は感情形容詞と属性形容詞に二分されるとしたうえ

で、感情形容詞が属性を表したり、属性形容詞が感情を表すこともあると述べている。

そして、「感情形容詞が連体修飾語の位置を占めるばあいは、もっと属性表現になりや

すいようである」と述べ、次の例を挙げている。（１）の「いやな」は、「肉」の属性を

表しているという 。

(１）野菜の味が浸み込み、肉特有のいやな匂いもぬける。 （西尾（1972）)
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２．２ 畢暁燕（2010）

畢（2010）は、連体用法の感情形容詞と被修飾名詞の関係を「主体の心理的側面のむ

すびつき」、「対象の属性指定のむずびつき」、「感情の内容指定のむすびつき」の３つに

分類している。

主体の心理的側面のむすびつき」とは、次の（２）（３）のように、被修飾名詞の

「心理状態を表すむすびつき」であるという。被修飾名詞は「情意・感情のモチヌシ性

というカテゴリカルな意味」を持ち「ヒト名詞が典型」だが、「欲しい」には、（３）の

ような組織名も見られると述べている。

対象の属性指定のむすびつき」の例は、次の（４）（５）である。「対象の属性指定

のむすびつき」は、被修飾名詞に対し「特定する側（＝話者）が付与した、一種の評価

性を帯びる属性を表すむすびつき」であるという。被修飾名詞は「人に感情的・心理的

変化を生じさせる対象性・機縁性というカテゴリカルな意味」を持ち、「人に認知され

る具体的な物や人を表すモノ名詞・ヒト名詞は勿論、抽象的な事を表すコト名詞も含ま

れる」としている。

感情の内容指定のむすびつき」の例は、次の（６）（７）である。「感情の内容指定

のむすびつき」とは、被修飾名詞の「内容を具体化させるむすびつき」であり、被修飾

名詞は「人の心理・感情を表し、且つ喜怒哀楽など具体的な感情を表す名詞の上位に位

置するもの」であり「～思いをする」「～気がする」等の「定型化した表現が多い」と

している。

(２）第３句、連休になるように操作する政府と、休みだという理由だけで嬉しい

国民との間の意味もへったくれもある訳がない。

(３）こうなると寄付の欲しい財団やNPOは、それに値する事業の立案や活動内

容の開示をしっかりやる。

(４）朝の海沿いの道は時に魚やイカ、海藻などの嬉しい収穫がある。

(５）あの人は退屈な人だ。

(６）高校生の頃だったか、娘がそっとおでこをくっつけてつぶやいた。「最近、さ

みしいの」。自分なりに娘との時間を作ってきたつもり。でも寂しい思いをさ

せてきたのかな、とも思う。

(７）電話相談員の女性は「悩んでいないで苦しい気持ちを打ち明けて。一緒に話

をしてください」と話している。 （（２）―（７）畢（2010）)

しかし、用例を見ていくと、上記の３つのタイプには当てはまらないものがある。

（８）（９）の「悲鳴」「顔つき」は、感情形容詞とどのような関係にあるのだろうか。

(８）市社会体育課は「二月から三月にかけては六チームが利用し、スケジュール

がいっぱい」とうれしい悲鳴を上げる。 （『高知新聞』)
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(９）「大丈夫でしょうか 」不安な顔つきでで訊く集落の者に、あくまでも按司は

平静であった。 （藤川桂介『シギラの月』)

２．３ 寺村秀夫（1975）

上記の（８）（９）のような例の分析の前に、連体修飾節と被修飾名詞についての先

行研究を見ていく。感情形容詞と被修飾名詞の関係を明らかにする際に参考になるから

である。

寺村（1975）は、節が名詞句を修飾する場合、「「限定・修飾」のしかた」が異なるも

のがあるとして、「ウチの関係」と「ソトの関係」に分類を行っている。（10a）はウチ

の関係、（10b）はソトの関係の例である。

(10）a.君がそのとき聞いた足音

b.誰かが階段を降りて来る足音 （寺村（1975）)

ウチの関係とは、被修飾名詞が「格助詞「が」「を」「に」などを付けて修飾部の用言

と結びつけることができるような関係を、その用言、あるいは修飾部全体に対して持っ

て」いるものである 。（10a）は、「そのとき君が足音を聞いた」という文を作ることが

でき、「足音」は「聞く」の補語である。一方の「ソトの関係」とは、被修飾名詞が修

飾部の補語にならないものである。（10b）の「足音」は「降りて来る」の補語ではな

く、寺村（1975）は、「「誰かが階段を降りて来る」（ときに生じる）そういう音だと了

解される」と述べている。

ソトの関係は、更に意味的な関係から「内容補充節」と「相対補充節」に分類されて

いる。次の（11）は「内容補充節」で、修飾部が被修飾名詞の「内容そのもの」であ

り、修飾部「女房の幽霊が三年目にあらわれる」ことが「話」の内容である。（12）は、

「相対補充節」で、修飾部が被修飾名詞の「本来的に相対する概念の内容を表す」もの

である。（12）の「火事が広がった」は、「原因」の内容ではなく、「結果」の内容を述

べているのである。

(11）女房の幽霊が三年目にあらわれるれる話

(12）火事が広がった原因は空気が乾燥していたことだ。（（11）（12）寺村（1975）)

このように、名詞修飾節は、統語的な観点からウチの関係とソトの関係に分類され、

後者は、意味的な関係から、内容補充節と相対補充節に分類されることが指摘されてい

る。

３．感情形容詞と被修飾名詞の意味的関係の７分類

本研究では、感情形容詞と被修飾名詞を以下の７つに分類する。［対象］［主体］［と

き］［内容］［表出物］［相対補充］［その他］の７つである。この７つの中には、典型的

な例だけでなく周辺的な例があるタイプもある。周辺的な例は、２つのタイプとして解
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釈が可能な場合もある。本節では、まず典型的な例を示し、その後、周辺的な例につい

て言及する。

７つのタイプを統語的に見ると、［対象］［主体］［とき］はウチの関係、［内容］［表

出物］［相対補充］［その他］は、ソトの関係である。［対象］は畢（2010）の「対象の

属性指定のむすびつき」、［主体］は「主体の心理的側面のむすびつき」と同じである。

［内容補充］は、畢（2010）の「感情の内容指定のむすびつき」を含むが［内容補充］

のほうが範囲が広い。

３．１ ［対象］

［対象］は、「被修飾名詞が感情形容詞で表される感情を引き起こすもの」という関係

である。次の（13）―（15）の「思い出」「人」「漂着物」は、「悲しい」「懐かしい」

「迷惑な」という感情を引き起こすものであり、それぞれが「悲しい」「懐かしい」「迷

惑な」という感情を引き起こすような属性を持っていると言うこともできる。

(13）目を閉じると、悲しい思い出だけが浮かび上がってくる。

（小島笙『ジャガタラお春』)

(14）急に同窓会を開きたくなるかも。懐かしい人に連絡を取っては

（エミール・シェラザード『Hanako』)

(15）今の海岸には、発泡スチロールやペットボトル、釣り糸といった迷惑な漂着

物も少なくないが、海はまだたくさんの「贈り物」を用意してくれている。

（『スローライフ inふくしま』)

(13）を例に見ると、「思い出が悲しい」と言えることから、［対象］はウチの関係で

あると言える。また、被修飾名詞は、畢（2010）の指摘のとおり、事柄でも人間でも物

でもよい。

３．２ ［主体］

［主体］は、「被修飾名詞が感情形容詞で表される感情の持ち主」という関係である。

（16）（17）の「人」「政府機関や国営企業」は、「不安な」「欲しい」という感情の持ち

主である。

(16）まだピアスの取り外しに慣れていないので、セカンドピアスをうまくホール

に通せず、せっかく完成したピアスホールを再び傷つけてしまうことも。不

安な人は、慣れるまでは医療用樹脂でできた柔らかい練習用ピアスを使って

みて。 （『non・no』)

(17）正確にいえば、大学の卒業生をほしい政府機関や国営企業は、それぞれ教育

部に専攻別の人数を要求する。 （孔健『孔子家の心』)

(16）を例に見ると、「（その）人が不安だ」という関係であることから、［主体］はウ
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チの関係であると言える 。そして、［主体］の被修飾名詞は、畢（2010）の指摘のとお

り、人間か組織である。

３．３ ［とき］

［とき］は、「被修飾名詞が、感情形容詞によって表される感情の存在する時を表す」

という関係である。被修飾名詞は、時や期間を表す語である。

(18）私がつらい時、主人が台所にたってくれて、家事を手伝ってくれたり、会社

に私のことを話して早くに帰って来てくれたり、一緒にいる時間をとってく

れたので、その協力は大きかったと思います。

（江藤亜矢子『現役ナースが明かす更年期ホントの話』)

(19）孤独でなんの展望もみえないとき、生きるのが辛いとき、祈るようにして

「生きる意味」を探しもとめることがある。 （西研『哲学のモノサシ』)

(20）どんなつらい時も闇の先には必ず光がさしてるよ。

（『心が元気になる英語のことば』)

(18）は主体が、（19）は対象が共起した例、（20）は主体も対象も共起しない例であ

る。このように、主体や対象が共起するかどうかにかかわらず、被修飾名詞が時や期間

を表す名詞の場合、［とき］になることがわかる。そして、（18）―（20）は、「（その）

時、つらい」という関係であり、ウチの関係である。［とき］の被修飾名詞には、「と

き」の他に「時代」「時期」「月」「日」「ひととき」等がある。また、「～あいだ」「～う

ち」「～場合」等も、［とき］に分類した。

また、［とき］の例には、次のように［対象］とも解釈できる例も多い。

(21）みんなも楽しい夏休みを過ごしてね。 （新田瑞穂『小学五年生』)

(21）は、「夏休みが楽しい」とも解釈でき、「夏休み」が感情を引き起こすもの、す

なわち［対象］解釈も可能である。これは、ある時や期間が、なんらかの感情を引き起

こす、つまり感情の対象となることが可能であるためであろう。このような例には「休

日」「梅雨」等がある。本研究では、名詞句が時や期間を表すものであり、［とき］の解

釈が可能な例は、［とき］として分類する。

３．４ ［内容］

次に、外の関係を見ていく。外の関係は［内容］［表出物］［相対補充］［その他］の

４つである。［内容］とは、「修飾部（形容詞（句）または形容詞節）が被修飾名詞の内

容を述べる」という関係のもので、畢（2012）の「感情の内容指定のむすびつき」は、

ここに含まれる。ただし、以下で見るように、［内容］は、畢（2012）の「感情の内容

指定のむすびつき」より広い。

(22）その後ろ姿を見ると、さっきまでの悔しい気持ちが薄れ 、代わって申し訳な
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さで胸が一杯になった。

（申英姫（著）╱金燦（訳）『私は金正日の「踊り子」だった』)

(23）「使ってくれますかねぇ」不安な気分になりながら私はいう。

（立松和平『沖縄魂の古層に触れる旅』)

(24）原則として患者は言葉数が少ない。そこで医者の方から言葉をかけ、患者の

苦しい心境を少しでも察するように努力する。 （吉松和哉『医者と患者』)

(22）―（24）は、被修飾名詞が「気持ち」「気分」等であり、形容詞は、被修飾名詞

を具体的に述べていると言える。被修飾名詞は、「気持ち」「気分」の他に、「思い」「感

情」「胸中」「一心」「情動」「念」等が見られる 。また、（22）を例に見ると、「 気持ち

が悔しい」という文は作れず、［内容］はソトの関係であると言える。

また、「熱い」のような感覚を表す語は、被修飾名詞が「感覚」のときに［内容］と

なる。

(25）木枯らしが吹きすさぶような寒い季節に、 をした酒をぐいっと飲む。する

と、じーんと熱い感覚が食道を通ってピタッと胃袋におさまる。

（小泉武夫『食の堕落と日本人』)

(25）は、形容詞が被修飾名詞の「感覚」を具体的に述べるという関係になっている。

［内容］は、被修飾名詞が「気持ち」や「感覚」等がほとんどであるが、次の（26）

―（29）のような例もある。（26）（27）のように「たち」「性分」といった人間がもつ

心理的な特性を意味する語、（28）の「感じ」、（29）の「現実」も［内容］となる 。

(26）セックスとハチの子を並べなくてもよさそうなもんだが、人が楽しんでいる

ことを自分がわからないでいるのは悔しいタチなのである。

（松沢呉一『ぐろぐろ』)

(27）倉橋も滋子も、人に迷惑をかけるのがいやな性分だ。（高任和夫『告発倒産』)

(28）フシギな人形柄がどこか懐かしい感じ。折り返しタイプなので色々楽しめそ

う￥九百四十五（靴下屋） （石井真奈『Zipper』)

(29）家でかけなくても、このご時勢、世の中どこでもクーラーは作動している。

電車でもコンビニでも、外の気温はお構いなしに涼しい現実がある。それで

十分なのである。 （吉田尚子『子離れ宣言』)

以上のように［内容］は、「気持ち」等が被修飾名詞であるものと、（26）―（29）の

ようにそれ以外のものがあり、後者は全て節による修飾である。紙幅の都合上、

BCCWJでの出現頻度の全体像を示すことができないが、［内容］は、計1,830例中「気

持ち」等でないものは10例で、「気持ち」等が被修飾名詞であるものが、ほとんである

と言うことができる 。
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３．５ ［表出物］

ソトの関係の２つめは、［表出物］である。［表出物］は、被修飾名詞が「顔」「声」

等であり、「被修飾名詞は、感情の主体が感情形容詞で表される感情を持っている時に、

感情の主体から発せられるもの」という関係である。

(30）「矢場さん、いやなこと言ってくれるぜ。まだ消されるなんてごめんだよ」立

石は心細い声を出した。 （宗田理『ぼくらの「第九」殺人事件』)

(31）ファウルされて痛がっているようでは相手をつけ上がらせてしまう。平然と

していろ。殴られても苦しい顔を見せない。 （岩永修幸『蹴球神髄』)

これは、「心細い」ときに出す「声」、「苦しい」ときにする「顔」という関係である。

［表出物］の例は、「うれしい悲鳴」のように組み合わせが慣用化しているものが多い

が、修飾部と被修飾名詞が一定の意味関係を持つグループとして取り出すことができ

る。そして（30）を例に見ると、「 声が心細い」という文は作れず、ソトの関係である

と言える。

次に、［表出物］の被修飾名詞を、３つに分けて見ていく。

①顔・表情・目等

被修飾名詞が「顔」「表情」「目」等の場合、［表出物］になることがある。

(32）彼らは吐いたあとでも酒を飲んだ。苦しい顔ひとつせずに、口を大きくあけ

て笑った。 （馳星周『古惑仔』)

(33）今時、「携帯を持ってない」なんて言っても、「私には教えたくないんだ」な

んて不快な顔をされてしまうのがオチであり、事実、そう言われたこともあ

る。 （松沢呉一『風俗ゼミナール』)

(34）摂食障害の方に聞いてみると、ほとんどの方は「食べ物をおいしく食べたこ

となんてここ数か月（数年）ない」と憂うつな表情でおっしゃいます。

（川瀬正裕・徳丸由香『心理学ああだ、こうだ』)

(35）西村は前から同じ高校に進学しようと言っていたのだが…。「ダメだって」西

村はニキビのできた頰をピクッと震わせ悲しい目をした。（稲葉稔『かまち』)

②声・悲鳴・叫び・涙

被修飾名詞が「声」「悲鳴」「叫び」「涙」等も［表出物］になることがある。

(36）この後どんな申し出も受け入れず、結婚するか愛人にしてほしいと繰り返す

ばかりであった。「こればかりはどうか勘弁して下さい」ということばを聞く

と、エレインは悲しい声をあげ気を失って倒れた。

（四宮満『滅びのシンフォニー』)

(37）「いま全国に古木はおよそ三千本。あぶないものが多い。とりわけ役所の管理

している古木は、予算がつくまでもたないものが出てくる。私が見てあぶな
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いとわかっていても手が出ない。来年度の予算がつくころには枯れて手遅れ

になる。せめて私達の仕事に補助金が出れば迅速に治療してやれるのだがね」

樹の名医、山野の切ない叫びである。 （橋本克彦『森に訊け』)

(38）前述したように、看護系学部、学科の新設ラッシュに当たり、優秀な教官を

求める声が本学部に殺到し、嬉しい悲鳴をあげている昨今である。

（吉田亮『国立大学ルネサンス』)

(39）涙にも いろんな 種類がある。うれし涙、くやし涙、つらい、悲しい涙。

（前興治『健康法あれこれ』)

③様子・ふり

被修飾名詞が「様子」と「ふり」も［表出物］になることがある。

(40）旅の様子や思い出などを盛り込んで、楽しい様子が相手にも伝わるように書

きましょう。 （大橋春男『女性から送る手紙の書き方』)

(41）エキスパートは、そのあたりもきちんとフォローします。たとえば、吉田く

んに新しい彼女の気配を感じたとき。「吉田に彼女ができたなんて、ちょっと

ショック…」と書いたメールを送ったりして、悲しいふりをします。

（秋元康『「わがままな女」になろう』)

以上のように、［表出物］の被修飾名詞は、「顔」「目」「叫び」「涙」「様子」等で、い

ずれも、ある感情を持った人間から表出されるものである。

ただし、感情形容詞と上記の名詞が連体修飾構造である場合、必ず［表出物］になる

わけではない。次の（42）は、「恐ろしいという感情を引き起こす顔」であり、［対象］

である。

(42）私の個人的な蚊帳の思い出としては、あの独特な匂いや、入る時はすばやく

入るように親に教わったこと、そして映画の「四谷怪談」に必ず登場してく

る蚊帳の中のお岩さんの恐しい顔が、どうしてもまず浮かんでしまうのであ

る。 （町田忍『蚊遣り豚の謎』)

また、次の（43）のように、［表出物］とも［対象］とも解釈ができる例もある。

(43）鉄男が足を速めると、祥子も足を速めた。「待って。待って下さい 」祥子の

切ない声が響いた。 （岡靖則『ザホームレス 大逆転』)

(44）生きていく上で支えになる人間が月子には絶対に必要だ。しかし残念ながら

自分は支えになってやれなかったと、貫一は苦笑いで次郎を見た。それはま

ぎれもない“父親失格者”の哀しい笑いだった。 （松原敏春『男について』)

(43）（44）の「声」「笑い」は、「切ないときに出す声」「かなしい時にする笑い」と

解釈することもできるし、聞く者見る者に「切ない」「かなしい」という感情を引き起

こすという［対象］解釈も可能である。これは、「切ないときに出す声」は、聞く者に

も「せつないと感じさせる」ような声であるというふうに考えることができる。（42）
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の「恐ろしい顔」は、「見る者に恐ろしいと感じさせる顔」が「恐ろしいと感じたとき

にする顔」とは異なるため、１つの解釈しかないのだろう。ただし、「恐ろしい顔」が、

なぜ「恐ろしいと感じた時にする顔」ではなく「見る者に恐ろしいと感じさせる顔」で

あるのかは、残念ながら説明ができない。

３．６ ［相対補充］

ソトの関係の３つめは、［相対補充］である。これは、寺村（1975）の連体修飾節の

議論で見られた「相対補充」の関係である。

(45）また、TOEICのような総合力をはかる試験を受けて前後の点数を比較して

みるのも、よい指標になるかもしれません。次に、不安な理由２「飛ばして

いては話がわからなくなるのではないか」については、飛ばしても話が追え

るものを選んで読むことで解決できます。

（古川昭夫/河手真理子『今日から読みます英語100万語 』)

(46）愚かなミスを犯すと、作品のリアリティを欠くおそれもある。ある作家の小

説の冒頭で、棚に“ナポレオン、オールドパー、ホワイトホースが並んでい

る”といった表現を読み、“ああ、この人は酒をたしなまない人だな”と思っ

た。ナポレオンは等級の名称であり、あとの二つは銘柄の名称である。作品

の本質にかかわることではないけれど、気にかける人もいるだろう。もちろ

ん本質にかかわる失策を犯す可能性もある。いろいろな分野にわたってよい

助言者がほしいゆえんである。 （阿刀田高『エロスに古文はよく似合う』)

(47）ケビン山崎は忙しい合間を縫って、頻繁にアメリカへ足を運んでいる。

（田崎健太『AERA』)

(45）（46）は、「理由」「ゆえん」が感情の対象ではなく、「不安であるその理由」「よ

い助言者がほしいそのゆえん」という関係である。（47）も、「合間」が「忙しい」ので

はなく、「忙しいその合間」という関係である。（45）を例に見ると、「 理由が不安だ」

という文は作れず、ソトの関係であると言える。ただし、［相対補充］の例は、

BCCWJの検索対象とした範囲（用例数34.165例）からは上記の３例と他５例の計８例

しか見つからなかった。

ところで、被修飾名詞が「理由」でも［対象］のものもある 。

(48）鹿児島での二回もの転居には、それなりの筆舌に尽くしがたいほどの、つら

く悲しい理由が多々ございました。

（島尾ミホ・石牟礼道子『ヤポネシアの海辺から』)

(48）の「理由」は、ある理由が存在し、その理由が「悲しい」という感情を引き起

こすのであり、［対象］である。このことから、感情形容詞と「理由」という語が常に

［相対補充］という関係ではないということが分かる。
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３．７ ［その他］

最後にソトの関係の４つめとして、［その他］を設けた。［その他］には、被修飾名詞

が「はず」「限り」「ぶん」等、いわゆる形式名詞の例が分類される。

(49）出来合いのカードも、ぴったりのカードを選んで手書きのメッセージを添え

ればOKの場合もありますが、自分の言葉で感謝の気持ちを表現した礼状の

ほうが受け取った側にはもっと有り難いはずです。

（コニー・リース（著）╱鈴木雅子（訳）『「ありがとう」の心を手紙に書こう』)

(50）周囲の景観、自然環境とマッチしない形や色の建物が、目立てばいいという

感じで建てられる日本の現状と比べると、羨ましい限りである。

（千厩ともゑ『トスカーナ田園ホテルのめぐみ』)

(51）この答えを見る前に『自分で苦しんでみる』ことはとても大事です。苦しい

分、成長が早いのです。 （神田清剛『「ペンションを継ぐ 」という君へ』)

(49）を例に見ると、「 はずが有り難い」といった文は作れず、［その他］はソトの関

係であると言える。［その他］の被修飾名詞には、「～あまり」「～以上」「～一方」

「～うえ」「～くせ」「～せい」「～だけ」「～ため」「～なか」「～半面」「～まま」「～わ

け」等がある。

以上の連体用法の感情形容詞と被修飾名詞の関係を表にまとめると、次のようにな

る。

表１ 連体用法の感情形容詞と被修飾名詞の意味的関係

統語関係 意味関係 例 被修飾名詞

ウチ ［対象］ うれしいプレゼント つらい体験

迷惑な男 懐かしい人

物でも出来事でも人間でもよい

［主体］ (一人で過ごすのが)つらい人

優秀な学生が欲しい企業

人間または組織

［とき］ 一人で過ごすのがつらい時

つらい日曜日

時や期間を表す名詞

ソト ［内容］ つらい気持ち 冷たい感覚

人に迷惑をかけるのが嫌な性分

人形柄がどこか懐かしい感じ

気持ち」「感覚」等

性分」「感じ」「現実」等

［表出物］ つらい顔 つらい声 顔」「声」等、人間が表出するもの

［相対補充］彼女に会うのがつらい理由 理由」「合間」等

［その他］ つらいはず つらい限り はず」「限り」等

―47―

( )48



４．まとめ

感情形容詞と被修飾名詞の意味的な関係を表１の７つに分類した。「うれしい悲鳴」

のような［表出物］は、「被修飾名詞が、感情の主体が感情形容詞で表される感情を持

っている時に、感情の主体から発せられるもの」という意味関係である。［表出物］は、

形容詞と被修飾名詞のむすびつきが慣用的ではあるものの、ひとつのタイプとして取り

出すことができるということを述べた。［表出物］に関しては、「怒った顔」「おびえた

目」のように感情動詞にも同様の関係の例が見られる。感情動詞の例については、今後

の課題としたい。

注

１ 本研究では、村上（2012）と同様に、「感情・感覚を表し得る形容詞」を「感情

形容詞」と呼ぶ。

２ BCCWJは、「生産実態（出版）サブコーパス」「流通実態（図書館）サブコーパ

ス」「非母集団サブコーパス（特定目的）」という３つのサブコーパスからなる約

１億語のコーパスである。本研究では、「生産実態（出版）サブコーパス」と

「流通実態（図書館）サブコーパス」のデータを使用する。検索は、コーパス検

索アプリケーション中納言を用いた。

『コーパス検索アプリケーション中納言』https://chunagon.ninjal.ac.jp/login

（2013.08.05参照）

３ 荒（1989）も、形容詞を「状態」を表す「状態形容詞」と「特性」を表す「質形

容詞」に分類し、「状態形容詞」が名詞を修飾する際は「質形容詞」に移行する

と述べている。「状態」とは、「あたえられた時間の断片のなかで生じる、アクチ

ュアルな現象をとらえていて、つねに特定の具体的な時間にしばられている」も

ので、「特性」とは「物にコンスタントにそなわっている、ポテンシャルな特徴」

であるという。「状態形容詞」と「質形容詞」は、感情形容詞と属性形容詞とは

異なる観点からの分類であるが、「状態形容詞」が連体用法では「質形容詞」に

移行するという指摘は、西尾（1972）と同様の現象を指摘していると見ることが

できる。

４ 寺村（1975）は、「補語の中にも、用言との縁の深さによって「第一次的」「第二

次的」と段階的に区別する必要があると考える」が、連体修飾の考察には「直接

関係がない」とし、名詞句に格助詞がついたものは、すべて補語として一括して

いる。また、「きのう」「朝」等の時の名詞は、格助詞なしで動詞と結びつくが、

補語とみなすとしている。本研究でも、時の名詞が被修飾名詞の例はウチの関係

と考える。

５ 感情形容詞は、非過去・言い切りの形では、第三者の感情を述べることができな
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いという人称制限があるために「その人は不安だ」は小説の地の文でない限り非

文であると判断される。しかし、ここで述べたいことは、「人」が「不安だ」と

格関係を持っているということであり、この点は問題がないと思われる。

６ なお、「～気がする」（例：さみしい気がする）は、畢（2010）では「感情の内容

指定のむすびつき」に分類されているが、「さみしい」と「気」が修飾関係にあ

るのではなく「～気がする」が「～と思う・感じる」という一つの句であると考

え、本研究では［内容］ではなく［その他］に分類をする。

７ 感じ」が被修飾名詞で［内容］になるのは（28）のように節による修飾の例だ

けであると考える。例えば、次の（イ）の例は、「予感」と言い替えられ、「ある

予感が嫌だという感情を引き起こす」と解釈することができるため、［対象］に

分類される。

(イ）しかし、今回次々と起きる予想外の事態は、すべて関連していた。そ

の事に対して私は「いやな感じ」はしていたものの、まだ重大な結果に

結びつくとまでは考えていなかったのである。

（勝谷誠彦『イラク生残記』)

８ BCCWJの「生産実態（出版）サブコーパス」と「流通実態（図書館）サブコー

パス」のコアデータと非コアデータ、固定長と化変長データを対象に、短単位検

索を行った結果である。総用例数は、34,165例。

９ 寺村（1975）でも、相対補充節を構成する名詞が、ウチの関係の被修飾名詞にも

なることが指摘されている。
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